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美 し き ハ ン タ ー
ハ ン ミ ョ ウ

ニワハンミョウの幼虫

み～つけた
ちっちゃ

な自然
NO. 150

那 須 塩 原自 然 を 愛 そ う

那珂川河畔公園の沿道に花の色が半分このコスモスが咲いていました。
初めて見るコスモスに驚きと嬉しさが半分ずつです。

投稿者　　masako.m さん（40代女性  豊浦中町）
撮影場所　那珂川河畔公園（撮影日  H29.9）

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法① きらきらホット
　　　 なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法② シティプロモーション課に電話
　　　　☎（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

半分このコスモス百景
なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課

「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前
フリガナ

読者プレゼントに応募しない場合は☑をいれる

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

□ 応募しない

ペンネーム
（希望者のみ）

※掲載する場合は実名ではなく、イニシャルまたはペンネームで掲載します。

３ ２ ５ ８ ５ ０ １
お手数ですが

62 円切手を

貼ってください
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ハンミョウ　撮影日時：2012.7.4　10:44　撮影場所：那須塩原市中塩原

ハンミョウって

体長は2cm程度。成虫は5月から10月にかけて
見られる。農家の庭先や神社の参道など、踏み
固められた土の環境を好む。以前は普通に見ら
れたが、近年は減少しつつあることから、那須
塩原市レッドリストに選定されている。

　
日
本
一
美
し
い
昆
虫
と
い
え
ば
、
玉
虫
厨
子

で
有
名
な
ヤ
マ
ト
タ
マ
ム
シ
を
思
い
浮
か
べ
る

人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
模
様
の
美

し
さ
で
は
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
こ
そ
日
本
一
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
翅は
ね
は
ビ
ロ
ー
ド
状
の
光
沢
を
も
ち
、

青
や
緑
、
オ
レ
ン
ジ
な
ど
カ
ラ
フ
ル
な
斑
紋
で

彩
ら
れ
、
と
て
も
鮮
や
か
で
す
。

　

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は
別
名「
道
教
え
」と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
人
が
近
付
く
と
軽
や
か
に
飛
び
立
っ
て

数
ｍ
先
に
着
地
し
て
振
り
返
り
ま
す
。
こ
れ
を

繰
り
返
す
様
子
が
道
を
教
え
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
聞
く
と
ど
こ
か
可
愛
ら
し
く
感
じ
ま
す

が
、
素
性
は
ど
う
猛
な
ハ
ン
タ
ー
で
す
。
日
中
、

陽
の
当
た
る
開
け
た
地
面
で
待
ち
伏
せ
し
、
ア

リ
な
ど
の
小
さ
な
昆
虫
を
見
つ
け
る
と
す
ば
や

く
飛
び
立
ち
捕
ま
え
ま
す
。
幼
虫
は
、
地
中
に

縦
穴
の
巣
を
掘
っ
て
待
ち
伏
せ
し
、
獲
物
が
近

く
を
通
り
か
か
る
と
、
巣
穴
か
ら
身
を
乗
り
出

し
て
噛
み
つ
き
、
引
き
ず
り
込
む
の
で
す
。

　

昔
は
こ
の
あ
た
り
に「
ニ
ラ
ム
シ
釣
り
」と
い

う
遊
び
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
幼
虫
の
巣
穴
に

ニ
ラ
の
葉
を
指
し
込
む
と
、
じ
ゃ
ま
な
葉
を
ど

か
そ
う
と
幼
虫
が
噛
み
つ
き
ま
す
。
そ
の
瞬
間

に
ス
ッ
と
引
き
上
げ
る
と
幼
虫
が
釣
れ
る
と
い

う
遊
び
で
す
。
以
前
、知
人
に
や
り
方
を
教
わ
っ

て
何
度
か
試
し
て
み
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

釣
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昔
の
子
ど
も
は
、
こ
う
し
た
遊
び
を
通
し
て
、

生
き
物
を
観
察
す
る
眼
が
自
然
と
養
わ
れ
た
の

で
す
ね
。　
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ゅ
ん
じ

初９
編集後記

　　　月をもって広報担当を卒業することになりました。
　　　担当となってからの3年半。ネタの収集でまちを飛び
回り、写真を撮ったり話を伺った日々を思い出します。政
策の話題、まちに転がる魅力、魅力をも作り出す人々…そう
したものがより多くの方に届くよう、広報なすしおばらが
さらに親しまれるものになることを祈っています。正直、
担当になる前は隅々まで読むことがなかった行政広報誌。
これからは1人のファンとして見守っていきます。　 （小林）

　　　めて特集を担当しました。この 1カ月は寝ても覚めても、頭
　　　の中は広報誌のことでいっぱい…。思うような文章が全然書
けなくて、レイアウトも上手にできなくて、写真もうまく撮れなくて、
数え切れないくらい壁にぶち当たりました。でも、取材先では皆さ
んが快くインタビューを受けてくださり感謝しています。おまけに
採れたての野菜や果物、お米を分けてくださり、栄養満点の食事が
取れたので頑張れたのだと思います。広報係の先輩方にも、次回は
もっと成長した姿を見せられるように頑張りたいと思います（生駒）




